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淀川水系流域委員会準備会議 情報受発信の状況 

１．情報発信の状況 

● インターネットホームページ 

（更新履歴） 平成12年８月８日・・・・｢淀川水系流域委員会準備会議｣ホームページ開設（Web上から意見聴取も同時に開始） 

平成12年９月６日・・・・第１回淀川水系流域委員会準備会議 議事録掲載 

平成12年９月29日・・・・第２回淀川水系流域委員会準備会議 会議内容を掲載 

第３回淀川水系流域委員会準備会議への意見・傍聴者受付開始 

淀川水系流域委員会 委員公募のお知らせ掲載 

平成12年10月２日・・・・淀川水系流域委員会 委員公募受付開始 

平成12年10月10日・・・・淀川水系流域委員会 委員公募受付終了 

平成12年10月20日・・・・第３回淀川水系流域委員会準備会議 会議内容を掲載 

第３回淀川水系流域委員会準備会議への意見・傍聴者受付開始 

第２回淀川水系流域委員会準備会議 議事録掲載 

平成12年10月24日・・・・第３回淀川水系流域委員会準備会議 審議骨子掲載 

平成12年12月５日・・・・第３回淀川水系流域委員会準備会議 議事録掲載 

 

（アクセス件数） 平成12年12月４日現在・・アクセス件数 合計 1,029件 

8/ 1～ 9/21…300件（第２回会議報告分） 

9/22～10/10…236件（第３回会議報告分） 

10/11～12/ 4…493件（今回報告分） 

 

 

● ニュースレター 

（発行履歴） 平成12年８月15日・・・・｢淀川水系流域委員会準備会議ニュース No.１」発行 

平成12年９月29日・・・・「淀川水系流域委員会準備会議ニュース No.２」発行 

平成12年10月25日・・・・「淀川水系流域委員会準備会議ニュース No.３」発行 

 

（配布先）  ニュースレター配布 ・・・設置先は以下の通り。ただし、配布機関から、さらに関連機関に再配布していただいた機関もある。 

  

参考資料 
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表 ニュースレター配布先一覧 

近畿地方建設局 
けんせつ事業ＰＲコーナー、河川部、淀川工事事務所、琵琶湖工事事務所、大戸川ダム工事事務所、

木津川上流工事事務所、淀川ダム統合管理事務所、猪名川工事事務所、猪名川総合開発工事事務所 

水資源開発公団 関西支社建設部 

大阪府 池田土木事務所、茨木土木事務所、枚方土木事務所 

兵庫県 土木部 

京都府 土木建築部 

滋賀県 河港課 

奈良県 土木部 

三重県 伊賀県民局 

 

● 記者クラブ発表 

（発表履歴） 平成12年７月24日・・・・淀川水系河川整備計画の策定に向けて 

７月26日 淀川水系流域委員会準備会議を開催 

平成12年８月22日・・・・淀川水系流域委員会 

「淀川水系流域委員会準備会議ニュース」発行とホームページで意見募集 

平成12年９月25日・・・・淀川水系河川整備計画の策定に向けて 

「第２回淀川水系流域委員会準備会議」を開催 

平成12年10月16日・・・・淀川水系河川整備計画の策定に向けて 

「第３回淀川水系流域委員会準備会議」を開催 

平成12年12月８日・・・・淀川水系河川整備計画の策定に向けて 

「第４回淀川水系流域委員会準備会議」を開催 

 

● 新聞掲載 

・第１回淀川水系流域委員会準備会議 関連記事掲載  京都新聞（7/27）、読売新聞（7/27） 

・第２回淀川水系流域委員会準備会議 関連記事掲載  京都新聞（9/29） 

・淀川水系流域委員会委員公募のお知らせ（広告）     朝日新聞（10/3）、京都新聞（10/3）、産経新聞（10/3）、奈良新聞（10/3）、毎日新聞(10/3) 

読売新聞（10/3）、伊勢新聞（10/4） 

・第３回淀川水系流域委員会準備会議 関連記事掲載  京都新聞（10/20） 

・「川の再生に住民の声を生かせ」（社説）            京都新聞（10/23） 

・来月12日に淀川水系委準備会議                   建設通信新聞（11/6） 

・河川整備に住民の声反映                          そんぐぽすと（日本野鳥の会京都支部）（12/1） 
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２．淀川水系流域委員会準備会議への意見等 

 第３回準備会議以降（10/19～12/11）、準備会議に寄せられた意見等は、合計３通（先着順に掲載）。 

№ 
発言者 
（所属等） 

意   見 聴取媒体 

1 住民団体 

先般10月 10日「淀川水系・・・準備会議」委員に応募しましたものでございます。残念ながら不合格となりましたが、そ

の節は大変お世話になりましたこと、御礼申します。つきましては委員としての発言はかないませんので、紙上にて私の淀川

および河川整備に対する意見を申し述べたいと思います。委員の諸先生方に是非御検討戴きますことお願い申しますととも

に、淀川と地域住民である学童や学生らが交流出来る課題をとり上げて下さること重ねてお願い致します次第です。別紙にて

記述しておりますが、よろしくお願い申し上げます。（別紙参照） 

封書 

2 会社員 

１.関係住民の意見の反映方法について 

関係住民の意見を聞く前に地域別に懇談会を行い治水・利水及び河川環境保全整備の共通認識を持っておく必要がある。 

[理由］多目的ダム、河口堰、防砂ダム及び堤防等の治水・利水施設の必要性並びに効果がマスコミに遮蔽され、治水・利水

施設に関しても公共投資の不要論が高まっている。このような状況下で住民の意見を聞けば、極論すれば治水機能を

低下させても河川環境保全整備の指向が高まるであろう。特に治水施設の整備率はまだまだ低いが、近年の台風等の

小雨傾向により、洪水氾濫災害がかろうじて免れているのである。このことを踏まえて委員会が治水機能を全うさせ

河川環境保全整備を制限する方向となった場合には、河川環境保全整備を支持する地域住民は、不満を残したまま河

川整備計画が作られ、実施されることになるであろう。河川整備計画は、治水・利水と河川環境の調和あるものでな

ければならないし、地域住民の意見を反映させるとすると、洪水氾濫災害や渇水災害を体験し対策を行った住民と河

川環境保全整備に関心のある人が、お互いに意見を出して議論すると共に、河川管理者は、その河川の安全度及び流

量確立の考え方、河川管理施設整備による被害軽減等の実例をわかりやすく説明して、同じ土俵に立って意見が提出

されることが望ましい。そのためには、共通の氾濫区域である地域ごとに懇談会を設けて議論することが望ましい。 

２.公正な情報伝達について 

準備委員会、本委員会での審議、地域住民の意見の概要、審議結果等は、地方公共団体の各施設で閲覧できるようにされたい。 

[理由]テレビ、新聞による報道は、時間・紙面が限られるので、治水・利水と河川環境のいづれかを重視したものになる場合

がある。従って、委員会の審議等は府県庁、市町村役場、図書室等で閲覧出来ることが望ましい。また希望する地域団

体には概要版を配布することも考える。（インターネット普及率を考えてのこと） 

封書 

3 住民団体 

前略、事務局ご担当の皆様には何かとご苦労に存じます。さて、これは本来当日会議の席上で申し上げるべきだったのですが、

終了を急ぐ空気があり止むを得ず控えた次第です。私は今回の会議の形式に大いに異論があります。以下列記いたします。 

・私達参加者をいわば天井桟敷に押し上げたかたちで準備４氏が候補者名を符丁を読み上げるような調子でした。これでは公

開審議とは名ばかりではありませんか。第一候補者に対して失礼だと思います。委員４氏の会話を聞いていても委員諸氏が

熟知の人に集中しており、これでは公募の意義が薄れるではありませんか。ただし弁護士委員の方の意見が一番客観的だっ

たように思います。 

・この委員会設置については近畿地建の主導による官製の傾向があるのは止むを得ません。しかしながら河川は国土の一部で

あり大切な国民の共有財産である。かかる観点からすれば、委員はただ学識経験者のみならず広く流域市民からより多数選

封書 
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№ 発言者 
（所属等） 意   見 聴取媒体 

出すべきであると考えます。河川保全管理は永久的事業であり、要する資金は莫大に上る筈であり、すべて税金からの支出
であることを銘記すべきであります。（起債によるといえども最終的には税金にハネ返るものである） 
・ご送付の 11 月１日付ニュースレターによれば「本委員会は基本的に学識経験者によって構成する」との規定があるとのこ
とですが選出の枠組が先にありきでは失礼ながら賢明な方策とは言えないと思います。私の経験では学者・研究者の中には
市民常識からかけはなれた第三者的発言や、行政寄りの発言をする方がままありました。今回の委員諸氏はかかることが無
きよう切望するものであります。以上 
付 本意見は近畿地建局長、同河川部長あてご伝達願いたく要望いたします。 

 
 



恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄


恩地 典雄















